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ヴェーバーに於ける「諒解行為」概念の留保或いは


































































































































































































































































































































































































に導入される、「2 x 2 = 4」という掛け算九九のことだ。フレーゲの述語論理は、








































さの格律」（das Maximum der Gewißheit, S.104）が問題となったとき、「2 x 2
= 4」という演算式が援用されていた。更に、「カテゴリー論文」の「諒解行為」
概念に代えて、『経済と社会』の「基礎概念」で新たに「社会的行為」概念を使
























































































































































































































































































































































































































お が く ず
を拾い集め、これを繋いで原型イメージを再現してみせることができ
るかのように、私が考えるからではない。「暴力は言葉の放棄である」（Klares
Wort gegen Gewalt）か、さもなければ「言葉は暴力である」（“Im Wort ruht
Gewalt wie im Ei die Gestalt...”、ザイデルス、原義では「卵に姿、言葉に暴力」


















































































































































































































































別称で独逸基督教社会団体（Deutsche Christentumsgesellschaft /Verein zur













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































度は刺激の物理的強度の対数に応じて比例変化するという説、ΔE =c・ΔR / R）
が導き出された。今日では、「ヴェーバー・フェヒナー法則」（Weber-Fechner-



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































け算九九」に三角定規、ソシュールの「比例四項式」（la formule de la qua-
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lxxxiii Wolf Lepenies, Die drei Kulturen, Soziologie zwischen Literatur und
Wissenschaft, Fischer Taschenbuch Verlag, Frankfurt a.M., 2. Aufl.,
2006, S.357 ff (Motive Max Webers im Werk von Thomas Mann). レペ
ヴェーバーに於ける「諒解行為」概念の留保或いは喪失事件
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ニースは『職業としての政治』や『音楽社会学』との係わりで貴重な傍
証を提供しているが、冒頭で挙げた七年周期の謎については、トーマ
ス・マンが『魔の山』（Der Zauberberg, 1924）で繰り返し示唆する神話
的数字の七とは、直接の関係はない。
宮　村
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